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2003年 8月号 NO.473

人　口7,593人（前月比－17）
〈男3,703人　女3,890人〉

世帯数2,748戸（前月比 －2）
出生数2人 （男1・女1）
死亡数6人 （男2・女4）

7月1日の人口動態

１日
４日
５日
７日
８日
９日
１０日
１２日
２１日
２３日

３１日

１日～　７日

１日～３１日　地球市民月間
３日～　９日　食品衛生週間
１０日～１６日　健康ハート週間

観光の日／肺の日
箸の日
タクシーの日
バナナの日／鼻の日
立秋※／そろばんの日
国際先住民デー
道の日
国際青少年デー
献血の日
処暑※
／奴隷貿易とその廃止を
記念する国際デー

野菜の日

観光週間／水の週間
／スターウィーク
（星空に親しむ週間）

※印は年によって変わります。

広　報

�海面に咲くがごとく�スカシユリ（イワトユリ）が咲き乱れる小弁天
写真ではわかりにくいと思いますが、緑色のかみの毛の中にオレンジのリボン（タイ）が散
りばめられている様なかわいらしい光景に、ちょっとびっくりします（2003年7月撮影）
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鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合合合合
併併併併
だだだだ
よよよよ
りりりり

７月７日（月）、鴨川市と天津小湊町の合併に関する協議を進める、「鴨川市・天津小湊町合併協議会」の第１回会議が鴨川

市役所内会議室で開かれました。

会議は、協議会設置までの経緯、規定や規約に基づく協議書の内容の報告、鴨川市の企画振興課長を幹事長とする幹事会の

設置・両市町職員による３つの専門部会を設置することや、事務局・財務規程・費用弁償に関する規程についてなどが協議さ

れました。

また同意事項として、次の２名の監査委員の委嘱について同意されました。（敬称略）

○川名　武（鴨川市代表監査委員） ○畑中　孝（天津小湊町代表監査委員）

また協議事項として、合併協議会会議の運営規程・傍聴に関する要綱・運営申し合わせ事項、合併協議会の事業計画・予算

などについて協議され、原案どおり承認されました。

会議の中で会長を除く委嘱された２４名の委員のうち、町内の５名の学識経験者の皆さんをご紹介します。（敬称略）

梶　　惠子
民生委員・元小湊

幼小中PＴＡ会長。

女性という立場で積

極的に参画され、特

に、長年の懸案であ

った中学校統合問題

ではＰＴＡ代表とし

て貢献される。

柏倉　弘昌
教育委員・食堂経

営。氏は食堂に関係

する鴨川食品衛生協

会の副会長として地

域社会の公衆衛生の

向上発展に貢献する

とともに、町の教育

福祉面に大きく貢献

している。

斎藤　俊夫
民生委員推薦会委

員・元財産区委員・

会社経営。氏は地域

環境衛生に根付いた

会社を営むとともに、

各種役職を歴任され、

住民福祉、地域社会

福祉にも貢献してい

る。

末吉　一夫
町商工会会長・元

人権擁護委員・会社

経営。氏は会社経営

の傍ら、産業の発展

に寄与するとともに、

町行政の発展、住民

福祉向上に熱意を注

ぎ、社会全般にわた

る指導者でもある。

寺崎　嘉彦
漁業経営者・特別

土地保有税審議会委

員・船主。氏は、漁

業経営者として地域

漁業の発展に努める

とともに、社会教育、

地域社会の発展に貢

献している。
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鴨川市・天津小湊町の主な概況
鴨川市 
鴨川市民憲章 市町民憲章 

１４７．３５ ４３．９５ 

２，５３５（１６.０） ４４３（１１.０） 

面積（�） 

産 業 別 
就業人口 
 

Ｓ４０ 

４５ 

５０ 

５５ 

６０ 

Ｈ２ 

７ 

１２ 
年少人口 
（15歳未満） 

高齢者人口 
（６５歳以上） 

生産年齢人口 
（15歳以上～65歳未満） 

法定数 
（H12国調） 

現員数 

発行回数 

配布方法 

３２，５３６ 

３１，９５１ 

３１，８４９ 

３１，６８０ 

３１，８０２ 

３１，２２６ 

３１，１１１ 

２９，９８１ 

３，７４１（１２.４８） ９９７（１３.００） 

１８，１８３（６０.６５） ４，４６９（５８.２５） 

８，０５７（２６.８７） ２，２０６（２８.７５） 

２６ １８ 

２２ １６ 

規格 タブロイド版 A４版 

４７７ １２８ 

毎月３回（５，１５，２５日） 毎月１回（月始め） 

新聞折込み 

又は郵送など 

町内会長を 

通して配布 

１１，２９２ 

１０，３５７ 

９，８８６ 

９，４７９ 

９，１６３ 

８，６４０ 

８，１７２ 

７，６７２ 

３０，４３３ ７，６７４ 人　　口 
H14.12．31住基（人） 

鴨川市名誉市民条例 名誉市町民制度 

マニトワック市 
姉妹都市：山梨県身延町 

友好都市：千葉県君津市 
姉妹都市 

ヒマワリ 市町の花 

イチョウ スギ 市町の木 

マンボウ 市町の魚 

「夢よ、とどけ」 市町の歌 

天津小湊町 

1次 

２，７８７（１７.５） ７９９（１９.８） ２次 

１０，５６９（６６.５） ２，７９３（６９.２） ３次 

人
口
の
推
移
（
国
勢
調
査
・
人
） 
人
口
構
造 
（
Ｈ
12
国
勢
調
査
・
人
・
％
） 

議
員
数 

広
報
紙（
誌
）の
状
況 

職員数 

（H１２年 
国勢調査・人・％） 

指定地域 指定地域 

指定地域 指定地域 

一般会計 

特別会計 

過疎地域 
自立促進 
特別措置法 

農村地域 
工業等導 
入促進法 

総合 
保養地域 
整備法 

特定地域 
（重点整備地区） 

特定地域 
（重点整備地域） 

町内全域が特定 
農山村地域指定 

市内全域が特定 
農山村地域指定 

国民健康保険特別 

会計 

老人保健特別会計 

介護保険特別会計 

学校給食センター 

特別会計 

国民健康保険特別 

会計 

老人保健特別会計 

介護保険特別会計 

清澄簡易水道特別 

会計 

天津，浜荻，清澄財 

産区特別会計 

水道事業会計 

病院事業会計 

太海フラワー 

磯釣センター会計 

水道事業会計 

一般会計 一般会計 

特定 
農山村法 

半島振興法 

企業会計 

施設数 

定　員 

措置者数 

１０ ２ 

６４０ １６５ 

学校数 １０ ２ 

児童数 １，４５２ ３２４ 

学校数 ３ ２→１（Ｈ１７～） 

生徒数 ８０８ 

※この他は次号などで紹介します。 

２１１ 

４１１ １０４ 

施設数 
（公私立） 

１１ ２ 

定　員 
（公私立） 

６８０ １０５ 

園児数 
（公私立） 

２８２ ５３ 

なし 指定地域 

主
要
地
域
指
定
立
法
等
に
よ
る
地
域
指
定
の
状
況 

保
育
所 

幼
稚
園 

中
学
校 

小
学
校 



広報あまつこみなと 
2003年　8月号 

4

 ８月１４・１５日（木・金） 

 　
 小湊漁港広場にて 

 夕方～ 

●問合せ／●問合せ／町企画観光課町企画観光課（�９４ー０５１１） ●問合せ／町企画観光課（�９４ー０５１１） 

今年も暑い夏がやってきます！ 
楽しいイベントに参加して、 
‘０３夏の楽しい思い出を 
たくさん作りましょう！ 

今年も暑い夏がやってきます！ 
楽しいイベントに参加して、 
‘０３夏の楽しい思い出を 
たくさん作りましょう！ 

小湊駅前駐車場にて 

 ８月５日（火） 
 

 天津漁港広場にて 
 ＰＭ７：３０～８：１５ 

 ８月１６日（土） 
 

 内浦湾にて 
 ＰＭ７：３０～８：３０ 

 ８月５日（火） 
 

 天津漁港広場にて 
 ＰＭ７：３０～８：１５ 

８月１０日（日） 
 

 ８月１６日（土） 
 

 内浦湾にて 
 ＰＭ７：３０～８：３０ 

 ８月９日（土） 
 

AM１１：００　二タ間海水浴場　 
PM  ２：００　城崎海水浴場 

●ジェットスキー体験乗船（AM１１：００～PM１：００） 
●伊勢エビのつかみどり（PM１：００～１：４０） 
●大道芸人のパフォーマンス（PM１：００～６：００） 
●熱気球体験搭乗（PM１：００～５：３０） 
●宝さがし（PM２：００～） 
●灯ろう流し（PM６：３０～） 
●花火（PM７：００～・８：３０～） 
●お笑い芸人（神無月）のステージ 
　　　　　　　（PM７：３０～８：３０） 

●ジェットスキー体験乗船（AM１１：００～PM１：００） 
●伊勢エビのつかみどり（PM１：００～１：４０） 
●大道芸人のパフォーマンス（PM１：００～６：００） 
●熱気球体験搭乗（PM１：００～５：３０） 
●宝さがし（PM２：００～） 
●灯ろう流し（PM６：３０～） 
●花火（PM７：００～・８：３０～） 
●お笑い芸人（神無月）のステージ 
　　　　　　　（PM７：３０～８：３０） 
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yyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyy

住民基本台帳ネットワークシステム 農地の転用は、許可が必要です

下記のサービスが８月２５日から受けられる
ようになります

サービスの内容
●住民基本台帳カードの交付

申請によりカードの発行をすることができます

（交付手数料５００円）

その際には写真が１枚必要です

●住民票の広域交付

全国どこでも住民票の交付が可能になります

●転入・転出手続きが簡単になります

●問合せ／町住民福祉課（�９４ー０５１１）

「農地転用」とは、農地を住宅・倉庫・工場・店舗な

どの施設用地にしたり、駐車場や資材置場などの農地以

外のものにすることをいいます。

また、ある目的のために農地を一定期間農地以外の目

的に使用し、その期間終了後、また農地に復元すること

を「農地の一時転用」といい、例えば農地を埋めたり、

掘削したりして、一時的に耕作できなくなるような場合

や、土砂の採取、文化財の発掘、仮設道路、資材の仮置

場などに使用することが、これに当たります。

いずれも農地法の許可が必要です。農地を転用する場

合は、町の農業委員会（�９４－０５１１）にご相談く

ださい。
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介護保険からのお知らせ

☆年金から天引きされている人（特別徴収）
平成１５年度介護保険料額決定通知兼特別徴収開始通知書を配付します。

現況届のハガキを期限までに提出しなかったなどで、年金の支給が遅れたり、差止めになった場合、年金から天引きできな

くなりますので注意してください。

☆納付書で納めている人（普通徴収）
平成１５年度介護保険料納入通知書を配付します。

介護保険料は、年に６回偶数月が納付月となりますので納め忘れに気を付けましょう。

口座振替の人は、預金残高を確認しておいてください。

※介護保険は、社会全体で介護の負担を支え合う制度です。

誰もが安心してサービスを受けられるよう、保険料の納付にご協力をお願いします。

●問合せ先／町住民福祉課　介護保険係（�９４ー０５１１）

平成１５年度保険料額表（年額）

老齢福祉年金受給者・生活保護受給者

町県民税世帯非課税者

町県民税本人非課税者

町県民税課税者・年間所得金額２００万円未満の人

町県民税課税者・年間所得金額２００万円以上の人

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

区　分 保 険 料 額 対 象 者

１８，６００円

２７，９００円

３７，２００円

４６，５００円

５５，８００円

今年度の介護保険料額が決定しました！！

今月、決定通知書又は納入通知書（納付書）

を配付しますので、必ず確認してください。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

長
い
人
生
に
は
、
事
故
や
病
気

な
ど
で
働
け
ず
、
収
入
が
な
い
た

め
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
と
き
の
た
め
に
国

民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
免
除
申

請
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
免
除
制
度
に
は
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」

と
、
保
険
料
の
半
分
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
残
り
の
半
分
が
免
除

さ
れ
る
「
半
額
免
除
」
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
一
定
の
基
準
に

該
当
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

免
除
の
承
認
を
受
け
る
た
め
に

は
町
の
国
民
年
金
係
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。
申
請
し
て
該
当
し
た

場
合
に
は
、
申
請
の
前
月
分
か
ら

６
月
分
ま
で
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
１
年
分

の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
８
月
末
ま
で
に
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
除
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
保
険
料
の
未
納
期
間
と
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
際
に
は
、
納
め

た
場
合
の
３
分
の
１
（
全
額
免
除
）

ま
た
は
３
分
の
２
（
半
額
免
除
）

の
年
金
額
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
か
ら
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
納
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
社
会

保
険
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
生
の
人
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
上

記
の
免
除
制
度
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

※あくまでもモデルケースですの
で目安として参考にしてください。

●免除の該当基準

世
帯
構
成 

全
額
免
除 

半
額
免
除 

年
収
２
６
０
万
程
度 

年
収
４
２
４
万
程
度 

２
人
世
帯
 

単
身
世
帯
 

１
５
９
万
円
程
度
 
２
７
１
万
円
程
度
 

１
０
０
万
円
程
度
 

１
５
０
万
円
程
度
 

標
準
４
人
世
帯 

（
夫
婦
と
子
２
人
、 

子
の
１
人
は
16
歳 

以
上
23
歳
未
満
） 

ねんきん
�なな�ちゃん
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医療費が高くなったとき―高額療養費についてー
保険適用分の医療費について、入院・手術などで自己負担額が高額になり、一定

の自己負担限度額を超えると、その超えた分が「高額療養費」として支給されます。

自己負担限度額は世帯の所得などによって違うので、医療費がずいぶんかかった

な、という時は、まずチェックしてみてください。

①各月１日から末日までを１ヶ月として計算します。

②各病院・診療所ごとに計算します。

③同じ医療機関でも「歯科」と「それ以外」に分けて計算します。

④同じ医療機関でも「入院」と「外来」は分けて計算します。

⑤対象は「保険適用分」の金額なので、差額ベット代、食事代などは含めません。

■高額療養費が支給される場合・・・

※(  )内の数字77,700円､40,200円､24,600円は年4回以上､高額療養費を受けた場合の4回目以降の自己負担限度額｡

所得区分

○上位所得者･･･同じ世帯に属する全ての国保被保険者の基礎控除後の総所得金額などの合計が670万円を超える世帯

○一般･･･上位所得者にも住民税非課税にも属さない世帯

○住民税非課税･･･住民税非課税世帯

■こんなときどうしよう？

国保加入者の人には､こういうとき｢高額療

養費貸付制度｣があります｡支給困難な医療費

の一部(高額療養費として支給される予定額の

8割相当分)を先に貸付し､支払いにあてていた

だくものです｡所定の手続きが必要ですので､

詳しくは町保健環境課へご相談ください｡

同じ人が、同じ月に同じ
病院、診療所に支払った医
療費の自己負担額が下記の
自己負担限度額を超えたと
き。その超えた額を申請に
より支給します。
自己負担限度額
一般世帯→72,300円（医
療費が241,000円を超えた
ときは、超えた分の１％を
加算）
上位所得者→139,800円
（医療費が466,000円を超
えたときは、超えた分の
１％を加算）
住民税非課税世帯など→
35,400円
※上位所得世帯とは、被保険
者全員の前年基礎控除後所得
が６７０万円を超える世帯。

自己負担額が
限度額を超え
たとき

表1 国保世帯の自己負担限度額 
所得区分 
上位所得者 
一般 

住民税非課税 

 

139,800円＋（かかった医療費－466,000円）×0.01（77,700円） 

72,300円＋（かかった医療費－241,000円）×0.01（40,200円） 

35,400円（24,600円）  

自己負担限度額（月額） 
 

医療費の領収書 

ケース

11

同じ世帯で同じ月内に１
人21,000円以上の自己負
担額を2回以上支払った場
合、それらを合わせて左記
の自己負担限度額を超えた
とき。

世帯合算して自
己負担限度額を
超えたとき

ケース

２２

同じ世帯で過去１２ヶ月
内に４回以上高額療養費の
支給を受けたとき、４回目
以降は１ヶ月40,200円
（上位所得者は77,700円、
住民税非課税世帯などは
24,600円）を超えたとき。

高額医療費の
支給が年４回
以上あるとき

ケース

３３ こんなとき
どうしよう？

請求書をみたら医療
費があまりにも高額
で支払いが難しいの
ですが…

￥
￥

￥
￥

￥

￥
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■70歳以上の皆さんは・・・
７０歳以上（及び６５歳以上で障害認定を受けた人）で、国保の「高齢受給者

証」か老人保健の「医療受給者証」を持っている人は、一般の国保加入者とは違

った自己負担限度額となります。また、この皆さんは、高額療養費の該当となる

金額の計算も一般の国保加入者とは異なりますので、チェックしてみてください。６月２３日（月）、「奥様、素敵に変

身！　美容メイクを体験」と題し、自分

で簡単にできる顔のマッサージ、眉の整

え方、書き方について学びました。

講座が終わった時には、受講生は素敵

に変身し、自分の変わった姿に驚いてい

ました。

①各月１日から末日までを１ヶ月として計算します。
②外来分は、複数の医療機関にかかってもそれらを合
算した金額で計算します。
③入院と外来が両方ある場合は、合わせた金額で計算
します。
④対象は「保険適用分」の金額なので、差額ベット代、
食事代などは含めません。

所得区分

○一定以上所得者･･･町から交付される｢高齢受給者証｣と｢医療受給者証｣に"2割"

と記されている人､次の条件全てにあてはまる人です｡

1)同じ世帯に住民税の課税所得(※1)124万円以上の70歳～74歳の国保被保険

者および老人保健対象者がいる｡

2)同じ世帯に70歳～74歳の国保被保険者および老人保健対象者が二人以上い

る場合は､収入(※2)の合計が637万円以上､一人しかいない場合は､収入の合計

が450万円以上｡

※1課税所得･･･収入-必要経費･控除額-所得控除｡

※2収入には退職金､障害または遺族にかかる年金･恩給など､戦没者などの遺族

に対する特別弔慰金､児童手当､児童扶養手当など､災害弔慰金などは含まれませ

ん｡

◎課税所得が124万円以上でも､収入の合計が637万円または450万円に満た

ない場合は､国保の申請により､所得区分が変わり1割負担となります｡

○一般・・・一定以上所得者にも住民税非課税にも該当しない人

○住民税非課税Ⅱ・・・住民税非課税世帯

○住民税非課税Ⅰ・・・住民税非課税世帯で、本人および同じ世帯員のそれぞ

れの収入から必要経費・控除額を引いたとき、各所得がいずれも０円となる場

合です（例：年金収入のみの場合６５万円以下）。

●外来と入院が両方あった場合や、世帯に２人以上７０歳以上の人がいる場合

は、それらを合算した金額での自己負担限度額となります。（表の※印の金額）

●一定以上所得者の長期入院などで、年４回以上高額療養費を受けた場合の４

回目以降の自己負担限度額は40,200円となります。

●問合せ／町保健環境課（�９４－０５１１）

表2 ７０歳以上の人の自己負担限度額 

一定以上所得者 
一般 

72,300円＋（かかった医療費－361,500円）×０．０１ 

40,200円  

24,600円  

15,000円  

住民税 
非課税 

 

 

40,200円 

12,000円 

8,000円 

自己負担限度額（月額） 
 ※世帯単位（入院と外来があった場合などの限度額） 外来（個人ごとに 

計算します） 
所得区分 

 

� 
� 

医療費の領収書 

レディース教室

第２回目のわんぱく教室が６月２２日

（日）行われ、今回は萬祝染めの体験をし

ました。

受講生は、町のシンボルでもある鯛、

マンボウ、注連飾りの形にかたどられた

生地に色付けし、江戸時代より続く萬祝

い染めの伝統にふれました。

できあがった作品の中には、青色に塗

られた鯛や、ピンク色に塗られたマンボ

ウなど、わんぱく教室受講生の個性が溢

れていました。

わんぱく教室
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６月１５日（日／県民の日）に、町

民の健康と明るい地域づくりを目的に、

スポーツレクリエーション大会が482

人の参加で行なわれました。

各種目とも、こどもからおとなまで

一緒になって競技に親しみ、運動不足

を解消するとともに、楽しく余暇を過

ごしました。

●ソフトバレーボールの部

○優　勝/天津養護ファイターズ

○準優勝/ミニバス男子B

○第3位/芝町子供会B

●長縄とびの部

○優　勝/天津ミニバス男子B(116回)

○準優勝/イシカリ(97回)

○第3位/少年剣道(93回)

６月９日（月）、新緑に包まれた内浦
山県民の森を会場に「高齢者スポーツの
集い」が行われました。
入梅にもかかわらずさわやかな天気の
中、参加した高齢者１２３名は、高齢者
とは思えないはつらつとしたプレーでス
ポーツを楽しむことができました。

上位入賞者は次のとおり（敬称略）
【グラウンドゴルフ】
●男子の部
○優勝/行方千秋○準優勝/唐鎌秋蔵
○第3位/伊沢勇治
●女子の部
○優勝/高浜きみ○準優勝/上田ふち乃
○第3位/鎌倉きく
【スカットボール】
●男子の部
○優勝/村上源次○準優勝/栗本仲吉
○第3位/田仲隆
●女子の部
○優勝/高浜つる○準優勝/吉田久子
○第3位荻野りう
【輪投げ】
●男子の部
○優勝/行方敬○準優勝/鎌田光行
○第3位/斉藤千代昭
●女子の部
○優勝/斉藤りん子○準優勝/吉野みよこ
○第3位/吉野スミ子

県
消
防
協
会
安
房
支
部
主

催
に
よ
る
、
第
22
回
安
房
支

部
消
防
操
法
大
会
が
、
千
倉

町
総
合
運
動
公
園
で
安
房
郡

11
市
町
村
が
参
加
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

町
消
防
団
か
ら
は
、
第
４

分
団
が
代
表
と
し
て
出
場

し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

出
場
選
手
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
海
老
谷
厚
（
指
揮
者
）

○
高
橋
　
淳
（
１
番
員
）

○
高
橋
　
誠
（
２
番
員
）

○
唐
鎌
利
充
（
３
番
員
）

○
川
名
正
司
（
４
番
員
）

６月１８日（水）に、町体育協会によ

るボウリング大会が行なわれました。

体育協会長の始球式により一斉にゲー

ムがスタートし、４８名の参加者は３ゲ

ームを楽しみました。

ボウリング部発足初年にして盛大に行

なわれた第１回大会ですが、過日県民の

日に行なわれた大会で滝口真理子選手が

一般女子の部で３位となるなど、今後

益々盛んな活動が期待されます。

成績は次のとおり（３ゲーム合計）

○優　勝／滝口薫（６７１点）

○準優勝／滝口真理子（６１９点）

○第３位／滝口昭（６０２点）

○第４位／吉野金治（５３５点）

○第５位／早田行雄（５２６点）

○第６位／中野庸ニ（５２０点）

○第７位／須金 雄（５１６点）

○第８位／須金信子（５１４点）

○第９位／稲葉幸寿（５０４点）

○第１０位／南雲昌和（４９１点）
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君
津
市
の
名
殿
か
ら
黄
和
田
畑

を
経
て
天
津
に
至
る
、
主
要
地
方

道
市
原
天
津
小
湊
線
の
改
良
期
成

会
総
会
が
、
６
月
17
日
（
火
）
に

町
役
場
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

会
長
の
片
桐
町
長
、
副
会
長
の

三
浦
君
津
市
長
の
ほ
か
、
両
市
町

の
関
係
者
25
人
が
出
席
し
ま
し

た
。来

賓
と
し
て
、
県
土
木
部
長
、

県
土
木
部
道
路
計
画
副
課
長
、
道

路
建
設
課
長
、
道
路
維
持
課
長
、

君
津
・
鴨
川
両
土
木
事
務
所
長
が

出
席
し
、
顧
問
と
し
て
、
齋
藤
美

信
・
川
名
寛
章
・
鈴
木
洋
邦
県
議

会
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員
・
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
合
同
会
議
が
、
７
月

２
日
（
水
）
に
開
か
れ
、
社
会
教

育
委
員
長
、
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）

●
社
会
教
育
委
員
長
／
斉
藤
衛

●
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
長
／

寺
崎
嘉
彦

観
光
事
業
に
対
し
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、
観
光
功
労
者

表
彰
を
、
外
房
観
光
連
盟
か
ら
森

井
彰
一
さ
ん
が
、
南
房
総
観
光
連

盟
か
ら
四
井
与
志
雄
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
、
長
年
、
観
光
協

会
役
員
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
・
事
業
に
携
わ
り
、
活
躍
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

表
彰
で
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら

れ
る
人

次
の
条
件
に
該
当
す
る
18
歳
以

下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人

①
父
母
が
離
婚
し
、
そ
の
後
父
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
り
、
そ
の
生
死

が
明
ら
か
で
な
い
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

で
、
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
児
童

④
父
の
保
護
が
引
き
続
き
１
年
以

上
な
い
児
童

⑤
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
束
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
母
が
未
婚
で
出
産
し
た
児
童

●
次
の
よ
う
な
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

②
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関

係
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い

る
と
き

③
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

④
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
と
き

⑤
今
年
４
月
１
日
に
手
当
の
支
給

要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５
年
経

過
し
て
い
る
と
き

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
ら
れ
る
人

20
歳
未
満
で
身
体
や
精
神
に
一

定
の
障
害
を
持
つ
児
童
の
父
か
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
理
由
に
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
と
き

※
ど
ち
ら
の
場
合
も
所
得
な
ど
の

支
給
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◎
現
況
届
・
所
得
状
況
届
を

受
け
付
け
ま
す

●
児
童
扶
養
手
当
の
「
現
況

届
」
／
８
月
１
日
〜
９
月
１
日
ま

で
に

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
「
所
得

状
況
届
」
／
８
月
11
日
〜
９
月
10

日
ま
で
に

※
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
の
前
年

の
所
得
や
養
育
の
状
況
を
確
認
す

る
「
現
況
届
」
・
「
所
得
状
況
届
」

を
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
者
に
は

７
月
中
に
母
子
福
祉
推
進
員
、
ま

県
都
１
時
間
構
想
に
向
け
て
… 

家を新築したり増築したときに、固定資
産税算定の基礎となる家屋調査を、今月か
ら来年の１月中旬にかけて予定していま
す。
建物の内部も調査するため、対象と思わ
れる人には事前に連絡します。昨年以前に
建てられた家屋でもまだ調査の済んでいな
い場合は、今回の対象となります。
固定資産税には、新築の住宅に対する減
額措置があります。
その家屋が一定の要件に当てはまる場合は、

新たに税金がかかる年度から３年間に限り、床

面積１２０平方メートル分が、２分の１に減額

されます。４年目からはこの措置がなくなるの

で、急に税額が上がるように感じることもあり

ます。しかしそれが本来の税額なので、それま

での３年間は、この減額措置によって税の負担

が軽くなっていたことになります。

家屋を取り壊した場合も手続きが必要で
す。手続きをしないでおくと、いつまでも
税金がかかってしまいます。印かんを持参
の上、申告してください。
●問合せ／町税務課固定資産税係

家を新築・増築した人
家屋調査にご協力を！

た
は
郵
送
に
て
用
紙
を
お
届
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
右
記
の
期
間

内
に
町
住
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
町
住
民
福
祉
課
母
子

担
当

福
祉
制
度
の
ご
案
内

観
光
功
労
者
表
彰

教
育
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
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議
会
対
策
課
長
会
議
開
催

17
日
（
火
）
市
原
・
天
津
小
湊
線

改
良
期
成
同
盟
会
総
会
開
催

18
日
（
水
）
第
３
回
合
併
協
議
会

設
置
準
備
会
出
席

19
日
（
木
）
大
森
一
郎
前
三
芳
村

議
会
議
長
葬
儀
参
列

第
４
分
団
操
法
大
会
出
場
訓
練

激
励

20
日
（
金
）
定
例
町
議
会
開
催

長
狭
地
区
退
職
校
長
会
出
席

22
日
（
日
）「
京
和
会
」
福
祉
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
出
席

23
日
（
月
）
定
例
町
議
会
開
催

24
日
（
火
）
定
例
町
議
会
開
催

合
併
協
議
会
調
印
式
出
席

清
澄
寺
別
当
歓
送
迎
会
出
席

25
日
（
水
）
定
例
係
長
会
議
開
催

主
要
地
方
道
千
葉
鴨
川
線
監
査

実
施

26
日
（
木
）
郡
町
村
会
出
席

27
日
（
金
）
合
併
協
議
会
学
識
経

験
者
研
修
会
開
催

28
日
（
土
）
安
房
支
部
消
防
操
法

大
会
・
懇
親
会
お
よ
び
慰
労
会
出

席
朝
６
時
、
外
に
目
を
や
る
と
小

雨
模
様
で
あ
る
。

今
日
は
、
千
倉
町
を
会
場
地
と

し
て
安
房
郡
市
消
防
団
の
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
る
日
で
あ
る
。

６
　
　
月

１
日
（
日
）
ふ
る
さ
と
い
き
い
き

シ
ー
フ
ェ
ス
タ
出
席

立
正
佼
成
会
小
湊
教
会
発
足
50

周
年
記
念
祝
賀
会
出
席

２
日
（
月
）
定
例
課
長
会
議
開
催

郡
町
村
会
表
彰
伝
達
式
挙
行

平
成
15
年
度
市
町
村
会
議
出
席

３
日
（
火
）
〜
６
日
（
金
）
全
国

治
水
大
会
・
視
察
出
席

８
日
（
日
）
安
藤
三
芳
村
長
御
母

堂
様
葬
儀
告
別
式
参
列

９
日
（
月
）
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
開
催

市
町
村
合
併
職
員
説
明
会
開
催

統
合
中
学
校
整
備
推
進
委
員
会

開
催

10
日
（
火
）
臨
時
町
議
会
開
催

定
例
課
長
補
佐
会
議
開
催

鴨
川
土
木
事
務
所
管
内
土
木
事

業
説
明
会
開
催

13
日
（
金
）
土
木
工
事
入
札
執
行

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
挙

行
県
町
村
会
政
務
調
査
会
農
林
経

済
委
員
会
出
席

15
日
（
日
）
鋸
南
町
長
ご
子
息
結

婚
式
出
席

16
日
（
月
）
議
案
審
議
課
長
会
議

開
催

時
間
的
に
は
既
に
、
本
町
か
ら

出
場
す
る
４
分
団
の
皆
さ
ん
や
役

場
の
担
当
職
員
が
出
発
す
る
時
間

で
あ
る
。
連
絡
に
よ
る
と
、
会
場

地
で
あ
る
千
倉
町
総
合
運
動
公
園

は
か
な
り
雨
が
降
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
空
模
様
が
心
配
だ
。

が
し
か
し
、
さ
す
が
団
の
皆
さ
ん
、

「
雨
が
降
ろ
う
と
風
が
吹
こ
う
と
関

係
な
い
の
が
消
防
で
あ
る
」
と
の

こ
と
で
、
既
に
会
場
に
向
か
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

今
年
も
１
７
８
名
の
皆
さ
ん
が

消
防
団
員
と
し
て
、
私
共
の
日
々

の
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

今
年
は
15
人
が
退
団
さ
れ
、
新

た
に
10
人
が
入
団
さ
れ
た
。
な
か

で
も
、
退
団
さ
れ
た
ひ
と
り
の
吉

田
維
夫
団
長
は
、
自
営
業
を
営
む

傍
ら
昭
和
36
年
に
入
団
さ
れ
、
40

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
防

災
の
た
め
、
献
身
的
努
力
を
重
ね

て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
55

年
副
団
長
、
平
成
11
年
に
団
長
に

就
任
さ
れ
、
日
夜
の
活
動
と
後
輩

の
指
導
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。

同
じ
く
退
団
さ
れ
た
松
原
一
夫

副
団
長
も
、
自
営
の
傍
ら
昭
和
42

年
に
入
団
さ
れ
て
以
来
、
36
年
の

長
き
に
わ
た
り
吉
田
団
長
同
様
の

ご
苦
労
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
。

本
町
の
消
防
団
は
、
旧
天
津
町

消
防
組
の
発
足
が
明
治
32
年
、
今

年
で
１
０
４
年
目
で
あ
る
。
又
旧

湊
村
消
防
組
発
足
が
明
治
42
年
で

94
年
目
と
い
う
非
常
に
長
い
歴
史

が
あ
る
。
こ
の
歴
史
を
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
先
人
先
輩
の
皆
さ
ん

の
ご
苦
労
、
そ
し
て
消
防
精
神
の

意
思
と
伝
統
を
脈
々
と
継
承
さ
れ
、

長
谷
川
清
一
新
団
長
に
受
け
継
が

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

年
々
複
雑
・
多
様
化
す
る
災
害

に
備
え
、
団
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る

目
に
見
え
な
い
ご
苦
労
を
、
町
民

の
皆
さ
ん
全
員
が
、
今
一
度
消
防

団
任
せ
で
は
な
く
自
分
の
こ
と
と

し
て
認
識
さ
れ
、
理
解
と
ご
協
力

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
る
。

前
段
の
話
に
戻
る
が
、
毎
年
こ

の
大
会
に
出
場
さ
れ
る
選
手
は
自

ら
の
仕
事
終
了
後
、
天
津
小
湊
分

遣
所
職
員
の
指
導
の
も
と
基
礎
・

乗
車
・
水
出
し
訓
練
な
ど
の
練
習

と
、
ま
た
そ
の
指
導
日
以
外
で
も

自
発
的
な
訓
練
を
繰
り
返
し
、
今

大
会
に
出
場
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
今
年
出
場
の
皆
さ
ん
は
、
３

月
か
ら
延
べ
40
日
余
の
連
日
連
夜

訓
練
を
つ
ん
で
こ
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
こ
の
地
道
な
ご
苦
労
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
民
の

●
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
山
崎
孝
夫
　
様３

０
、
０
０
０
円

○
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
様

２
０
、
０
０
０
円

○
京
和
会
（
桐
田
和
子
会
主
）
様

７
０
、
０
０
０
円
　

○
�
亀
屋
本
店（

末
吉
一
夫
会
長
）
様

白
浜
町
の
ホ
テ
ル
で
開
催
中
の

演
芸
チ
ケ
ッ
ト
25
枚

今
年
度
は
、
独
居
高
齢
者
給
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
活
用
し
、
去
る

６
月
13
日
（
金
）
梅
乃
井
劇
団
に

よ
る
「
恩
愛
　
夫
婦
破
れ
傘
」
と

い
う
お
芝
居
を
観
劇
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

寄
　
付

皆
さ
ん
に
今
一
度
こ
の
ガ
ン
バ
リ

を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
つ
つ
、
私
も
会
場
に
向

か
っ
た
。

29
日
（
日
）
町
内
一
斉
清
掃
激
励

第
49
回
長
狭
剣
道
大
会
出
席

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
82
団
20
周

年
記
念
定
期
総
会
出
席

30
日
（
月
）
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
出
席

長
狭
衛
生
組
合
職
員
採
用
２
次

試
験
出
席
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募集

★燃えやすいものがない安全な場所を選ぶこと
★建物や枯れ草などからはなれていること
★花火はぜったいにポケットにいれないこと
★花火をほぐしてはダメ！！！
★注意書は必ず読んでから！
★大人といっしょにあそびましょう
★火が消えても筒をのぞいてはいけません
★たくさんの花火に一度に火をつけるのは危険
★水を用意し、あそんだあとは、あとかたづけを必ずしましょう

正しい花火の扱い方を守って楽しい夏を過ごそうね！

ルルルルーーーールルルルををををままままももももっっっってててて楽楽楽楽ししししいいいい花花花花火火火火 安房郡市消防本部

町では、来年４月採用予定の職員を募集しています。

一般行政職初級／２人

昭和５３年４月２日～昭和６１年４月１日までに生

まれた人で学歴は問いません。

１次試験日／９月２１日（日）

館山市にて（合格者には２次試験を行います）

申込み受付／８月１２日（火）

午後５時まで

申込書配布場所・申込み・問合せ／町総務課

�９４－０５１１

町役場職員

防衛庁では来春採用予定者を募集しています。

募集種目

○一般曹候補学生○曹候補士○２士

応募資格／１８歳以上２７歳未満の男女※一般曹候補

学生のみ２４歳未満

受付期間（締切）／９月１０日（水）まで

試験期日

○一般曹候補学生・曹候補士／９月２０日（両者併

願可）

○２士女子／９月２６日

○２士男子／９月２７日・２８日の１日

採用期日／今年１０月（２士男子のみ）・来年３月下

旬

試験種目／筆記試験・面接・適性検査および身体検査

問合せ・申込み／千葉地方連絡部館山募集事務所

�０４７０（２２）０３８５

自衛官

来年４月採用予定の職員を募集
募集職種／消防職
採用予定／５人
受験資格
○昭和５３年４月２日～昭和６１年４月１日までに生
まれた人（学歴は問わない）
○視力／矯正視力１・０以上
○聴力・言語および運動機能、消防職務上支障がない
こと
受付期間／７月２８日（月）～８月１２日（火）
試験日
○１次試験／９月２１日（日）
※択一式一般教養と作文（高卒程度）
○２次試験／１１月上旬予定
問合せ
安房郡市広域市町村圏事務組合
�０４７０（２２）５６３３
安房郡市消防本部総務課
�０４７０（２２）２９０２

安房郡市広域市町村圏事務組合職員

加入できる人

○町内に住んでいる人（学校、幼稚園、保育所など

で加入している人は除く）

○町内の住民に扶養されている人で町外に住んでい

る人（例：東京に下宿している学生など）

共済期間／９月１日～来年８月３１日

会費／年額７００円

受付／町総務課・コミュニティセンター

締切／８月末日（締切日を過ぎても随時加入できます）

問合せ／町総務課

�９４－０５１１

交通災害共済の一般会員募集
～今月は一斉加入月間～

毎週水曜日、千葉地方法務局館山支局で行

われている人権擁護委員による人権相談の開

設時間帯が、午前１０時から午後４時までに

変更になりました。

おおおおししししららららせせせせ
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議
会
だ
よ
り

発行人　天津小湊町議会議長 吉田勝敏

編　集　議 会 広 報 編 集 委 員 会 No.107

鴨
川
市
と
天
津
小
湊
町
の
合
併

に
よ
る
新
市
建
設
の
基
本
計
画
の

作
成
、
そ
の
他
合
併
に
関
す
る
協

議
を
す
る
た
め
の
規
約
を
定
め
、

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併
協
議

会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

本
町
と
鴨
川
市
は
古
く
か
ら
長

狭
郡
と
し
て
歴
史
的
・
社
会
的
に

も
一
体
的
に
育
ま
れ
、
過
去
に
合

併
問
題
が
浮
上
し
た
経
緯
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
本
町

の
将
来
を
見
据
え
、
鴨
川
市
と
の

合
併
に
よ
り
全
国
で
も
数
少
な
い

歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
、
全
国
的

に
も
名
だ
た
る
観
光
諸
施
設
が
一

体
と
な
っ
た
夢
の
観
光
、
保
養
リ

ゾ
ー
ト
都
市
の
形
成
が
可
能
と
な

り
、
本
町
の
大
い
な
る
進
展
、
発

展
、
地
域
振
興
が
見
込
ま
れ
る
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
た
、
魅
力
あ

吉田勝敏議長辰野利文副議長久野國松議員

15
年
第
２
回
臨
時
議
会
が
６
月
10
日
招
集
さ
れ
、
同
日
閉
会
さ
れ
ま
し

た
。
臨
時
議
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
、
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併

協
議
会
の
設
置
、
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併
協
議
会
設
置
を
可
決

６６６６
月月月月
臨臨臨臨
時時時時
議議議議
会会会会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

議
長
及
び
議
会
推
薦
委
員

２
名
を
選
出

る
地
域
の
創
出
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

「
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併

協
議
会
設
置
」
の
可
決
に
伴
い
、

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併
協
議

会
委
員
と
し
て
、
次
の
３
名
の
方

を
選
出
し
ま
し
た
。

「
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合
併

協
議
会
規
約
」
に
基
づ
い
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合
併
協
議
会
規
約

（
設
置
）

第
１
条

鴨
川
市
と
天
津
小
湊
町

は
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条

の
２
第
１
項
及
び
市
町
村
の
合

併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
３

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
合

併
協
議
会
を
置
く
。

（
名
称
）

第
２
条
　
こ
の
合
併
協
議
会
の
名

称
は
、
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合
併
協
議
会
と
す
る
。

（
委
員
）

第
８
条
　
委
員
は
、
次
の
者
を
も

っ
て
充
て
る
。

１

両
市
町
の
長
、
助
役
及
び

収
入
役

２

両
市
町
の
議
会
の
議
長
及

び
議
員
２
名

３

両
市
町
の
長
が
協
議
し
て

定
め
た
学
識
経
験
を
有
す
る

者
13
名

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
研
究
会

町
議
会
全
員
協
議
会

県
議
会
議
員
斎
藤
美
信
氏

当
選
祝

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
研
究
会

町
議
会
全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

例
月
出
納
検
査

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会
設
置
準
備
会

町
長
就
任
祝
賀
会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会
設
置
準
備
会

例
月
出
納
検
査

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会
設
置
準
備
会

町
議
会
全
員
協
議
会

臨
時
議
会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会
設
置
準
備
会

定
例
議
会

定
例
議
会

定
例
議
会

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
会
設
置
調
印
式

例
月
出
納
検
査

４
　
月

５
　
月

６
　
月

２４1315162528１８232426101820232426
������������������

議
会
の
主
な
う
ご
き

″″
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議
会
だ
よ
り

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
の
５
日
間
に
わ
た
り
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
議
会
で
は
、
監
査
報
告
、
条
例
改
正
、
一
般
会
計
・
老
人
保

健
会
計
の
補
正
予
算
、
陳
情
４
件
お
よ
び
議
員
提
案
に
よ
る
議
員
発
議
３

件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問

で
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
減
免
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
な

ど
18
件
の
質
問
を
３
人
の
議
員
が
し
ま
し
た
。

６６６６
月月月月
定定定定
例例例例
議議議議
会会会会

監
査
報
告

畑
中
孝
、
松
本
良
幸
監
査
委
員

か
ら
、
収
入
役
所
管
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
と
、
町
長
所
管
の

水
道
事
業
会
計
に
属
す
る
14
年
度

２
月
分
・
３
月
分
・
４
月
分
と
15

年
度
４
月
分
の
出
納
お
よ
び
財
務

に
関
す
る
事
務
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
監
査
の
結
果
は
、
計
算
上

の
誤
り
も
な
く
、
現
金
・
預
金
の

保
管
状
況
も
適
正
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

手
数
料
徴
収
条
例
の
改
正

８
月
25
日
か
ら
住
民
票
の
交
付

が
全
国
ど
こ
で
も
可
能
と
な
る
た

め
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交

付
お
よ
び
再
交
付
の
手
数
料
を
５

０
０
円
と
す
る
追
加
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

委
託
料
な
ど
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２
千
１
８
３
万
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
で
33
億
３
千
９
９
８

万
円
と
な
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
必
要
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
制

作
委
託
を
す
る
費
用
。

衛
生
費

社
団
法
人
全
国
保
健

セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
巡
回
母
子

保
健
指
導
車
１
台
の
配
分
決
定
が

あ
り
、
そ
の
負
担
金
の
追
加
。

諸
支
出
金

老
人
保
健
会
計
か

ら
の
精
算
金
を
、
今
後
の
事
業
に

充
当
す
る
た
め
一
時
、
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

３
千
１
３
２
万
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
で
12
億
60
万
円
と
な

り
ま
す
。

補
正
の
内
容
は
、
諸
支
出
金
で

支
払
基
金
な
ど
へ
の
返
還
金
と
一

般
会
計
へ
の
精
算
金
の
追
加
で
す
。

研
修
会
へ
の
議
員
派
遣
を
可
決

安
房
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
、

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で
７
月
４
日

に
開
催
さ
れ
る
た
め
、
町
議
会
議

員
の
派
遣
を
可
決
し
ま
し
た
。

町
議
会
全
員
協
議
会
が
、
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

○

平
成
15
年
４
月
４
日
（
金
）

�

合
併
研
究
会
結
果
報
告

（
君
津
市
へ
の
合
併
申
し
入
れ

に
対
す
る
回
答
）
に
つ
い
て

�

そ
の
他

○

平
成
15
年
４
月
16
日
（
水
）

�

建
築
基
準
法
改
正
に
伴
う

都
市
計
画
白
地
地
域
に
お
け

る
建
ぺ
い
率
等
の
規
制
値
の

設
定
に
つ
い
て

�

市
町
合
併
に
つ
い
て

○

平
成
15
年
５
月
26
日
（
月
）

�

鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町
合

併
協
議
に
つ
い
て

�

中
学
校
統
合
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

�

ひ
か
り
保
育
所
改
築
工
事

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

町
議
会

全
員
協
議
会

滝
口
久
夫
議
員

《
１
》
国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ

る
財
政
安
定
化
支
援
事
業
繰
入
金

が
14
年
度
約
２
千
万
円
。
そ
れ
に

対
し
繰
入
額
が
１
千
３
１
０
万
円

で
約
７
０
０
万
円
弱
が
ほ
か
に
流

用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
安
房
の

町
村
で
一
番
高
い
国
保
料
金
だ

が
、
当
町
の
国
保
事
業
は
、
こ
こ

４
年
間
の
平
均
黒
字
額
は
約
９
千

７
０
０
万
円
で
財
政
豊
か
で
あ
る

が
、
14
年
の
短
期
被
保
険
者
証
の

発
行
81
件
、
保
険
証
の
取
り
上
げ

10
件
と
高
い
国
保
料
の
あ
ら
わ
れ

で
は
。
１
千
８
５
６
万
円
で
１
世

帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
が
で
き

る
。
繰
入
金
を
流
用
せ
ず
基
金
の

１
億
２
千
３
０
０
万
円
を
少
し
取

り
崩
せ
ば
可
能
だ
が
。

町
長

合
併
を
前
に
し
た
中
で

安
定
基
金
を
温
存
、
適
当
な
額
以

外
の
も
の
は
、
取
り
崩
し
て
値
上

げ
を
抑
え
る
形
に
使
え
れ
ば
と
思

う
。

《
２
》
減
免
は
申
請
で
な
く
対

象
者
に
は
通
知
を
し
た
ら
ど
う

か
。保

健
環
境
課
長

該
当
者
の
方

に
は
全
員
通
知
を
し
て
、
98
％
の

人
が
申
請
し
て
い
る
。

《
３
》
町
独
自
の
減
免
制
度
の

充
実
を
は
か
り
誰
も
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
。災

害
時
の
非
常
用
飲
料

水(

井
戸
水)

は
、
町
が
管

理
・
運
営
す
べ
き
で
は

《
１
》
非
常
用
飲
料
水
は
町
民

の
命
を
守
る
大
事
な
も
の
だ
が
、

一
企
業
の
ホ
テ
ル
三
日
月
に
、
運

営
・
管
理
を
任
せ
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
14
年
４
月
か
ら
水
道

法
の
改
正
で
水
質
検
査
も
厳
し
く

な
っ
た
。
ま
た
名
義
が
町
水
道
事

業
か
ら
、
天
津
小
湊
町
に
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
が
？

一
般
質
問
と
答
弁

町
政
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
と

減
免
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
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議
会
だ
よ
り

水
道
課
長

ホ
テ
ル
の
貯
水
槽

に
つ
い
て
は
井
戸
水
な
の
で
、
町

水
道
事
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。《

２
》
三
日
月
の
井
戸
水
は
耐

震
・
停
電
の
場
合
に
不
安
が
あ

る
。町

長

板
橋
区
を
中
心
と
し
た

12
区
市
町
村
で
防
災
に
関
す
る
協

定
も
あ
る
。

《
３
》
非
常
用
だ
か
ら
必
要
な

の
で
あ
っ
て
、
責
任
者
と
は
思
え

な
い
答
弁
だ
。

合
併
に
つ
い
て

《
１
》
鴨
川
市
の
大
借
金
の
問

題
だ
が
地
方
債
１
３
６
億
４
千
万

円
、
債
務
負
担
90
億
円
。
合
併
す

る
と
総
額
約
20
億
円
を
当
町
が
肩

代
わ
り
す
る
。
昭
和
49
年
合
併
の

調
査
は
反
対
67
・
６
％
で
あ
る
。

住
民
投
票
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

町
長

代
表
民
主
制
が
宣
言
さ

れ
て
い
る
。

斎
藤
英
夫
議
員

《
１
》
鴨
川
市
と
の
合
併
を
進

め
て
い
く
今
、
町
長
は
具
体
的
な

情
報
・
資
料
を
町
民
に
示
し
て
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
主
体
性
を
も
つ
べ

き
で
あ
り
、
合
併
方
式
は
新
設
か
、

編
入
か
、
新
市
の
建
設
計
画
に
は

ど
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
く
の

か
。町

長

合
併
に
つ
い
て
は
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
夢
を
も
っ
て
、

当
面
財
政
は
苦
し
い
が
今
回
の
合

併
特
例
債
も
有
効
に
活
用
し
て
い

く
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
案
件
・
状

況
を
町
民
に
示
し
な
が
ら
我
が
町

の
将
来
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
に

と
い
う
思
い
で
合
併
を
進
め
て
い

く
が
、
合
併
方
式
は
新
設
、
新
市

の
建
設
計
画
に
は
本
町
基
本
構
想

の
中
か
ら
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
事
業

も
１
０
０
前
後
あ
り
各
課
に
準
備

を
さ
せ
て
い
る
。

老
人
保
健
法
高
額
医
療
費

払
い
戻
し
申
請
を

１
０
０
％
に

未
申
請
者
に
は

保
健
婦
な
ど
の
活
用
で

《
１
》
昨
年
10
月
か
ら
の
老
人

保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
70
歳
以

鴨
川
市
と
の
合
併
に
臨
む
町
長
の

基
本
姿
勢
は

「
サ
ー
ビ
ス
は
高
め
に
、
料
金
は
低
め
に
」
で
臨
む

上
の
高
齢
者
の
医
療
費
の
自
己
負

担
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
役

場
窓
口
に
申
請
を
出
す
と
払
い
す

ぎ
た
分
が
返
さ
れ
る
が
、
本
町
で

の
申
請
状
況
と
未
申
請
者
対
策
、

申
請
方
法
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。保

健
環
境
課
長

10
月
か
ら
２

月
ま
で
の
払
い
戻
し
対
象
者
は
４

６
８
人
、
約
２
４
７
万
円
で
、
申

請
者
は
４
１
６
人
、
約
２
２
３
万

円
、
未
申
請
者
は
52
人
、
約
24
万

円
で
、
す
べ
て
の
対
象
者
が
申
請

す
る
よ
う
に
、
は
が
き
で
の
連
絡

の
ほ
か
電
話
連
絡
な
ど
に
よ
り
行

っ
て
い
る
が
、
保
健
婦
な
ど
の
訪

問
も
増
や
し
て
申
請
も
れ
の
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

申
請
方
法
も
今
ま
で
毎
月
の
申

請
だ
っ
た
が
、
４
月
か
ら
初
回
の

み
１
回
の
申
請
に
し
、
す
べ
て
の

対
象
者
が
払
い
戻
し
に
な
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
る
。

中
小
企
業
へ
の
対
応
策
は

地
元
企
業
へ
の
配
慮
と
　

新
発
想
に
よ
る
振
興
策
の
研
究
指
導
を

麻
生
政
広
議
員

《
１
》
町
の
商
工
業
の
状
況
に

つ
い
て
景
気
低
迷
の
折
、
町
の
商

工
業
者
は
大
変
な
厳
し
い
状
態
に

お
か
れ
、
こ
こ
数
年
の
間
に
休
業
、

閉
鎖
な
ど
が
相
次
い
で
見
ら
れ
る

中
、
町
は
中
小
企
業
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
応
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
。

例
え
ば
中
小
企
業
融
資
制
度
の

活
用
の
促
進
な
ど
、
商
工
会
と
町

が
連
携
し
、
地
元
産
業
育
成
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
、
対
応
策

を
し
て
き
た
の
か
。

姉
妹
町
身
延
町
の
商
工
会
の
例

だ
と
、
地
元
産
業
発
展
の
た
め
、

ま
た
地
元
産
業
育
成
の
一
環
と
し

て
、
プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
導
入
に

際
し
て
、
県
か
ら
補
助
金
を
捻
出

さ
せ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
官
民
一
体
の
行
政
が
町
に

も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
地
元
企
業
優
先
と
し
て
、

町
が
購
入
す
る
物
品
全
般
に
つ
い

て
、
改
め
て
見
直
す
考
え
は
あ
る

の
か
。

町
長
　
商
工
を
含
め
た
産
業
振

興
は
、
教
育
、
福
祉
な
ど
と
あ
わ

せ
て
町
の
根
幹
を
な
す
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
中
小
企
業
融
資
面
、

行
政
に
お
け
る
地
元
調
達
、
地
元

企
業
に
対
す
る
配
慮
な
ど
、
従
来

の
慣
例
慣
行
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま

た
商
工
振
興
あ
る
い
は
産
業
振
興

に
資
す
る
新
た
な
発
想
で
の
先
進

事
例
の
情
報
提
供
や
、
そ
の
導
入

策
を
研
究
さ
せ
、
関
係
機
関
に
対

し
て
指
導
を
し
て
い
る
。

観
光
客
へ
の
町
の

対
策
は

総
合
的
な

観
光
振
興
整
備
を
検
討

《
１
》
夏
期
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い

て
、
夏
期
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
観

光
立
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
観

光
客
対
策
を
立
て
て
い
る
の
か
。

ま
た
観
光
客
が
減
少
す
る
要
因
の

一
つ
に
も
な
り
か
ね
な
い
海
水
浴

場
の
ト
イ
レ
な
ど
の
改
善
の
考
え

は
あ
る
の
か
。
観
光
客
に
安
全
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

常
々
観
光
立
町
と
自
負
し
て
い
る

町
の
姿
勢
で
は
な
い
の
か
。

町
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
を

し
て
い
る
が
、
観
光
客
の
入
り
込

み
状
況
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
受

け
入
れ
態
勢
で
の
施
設
改
善
な
ど

は
可
能
な
限
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
続
け
て
い
く
。
ま
た
目
前
に
す

る
鴨
川
市
と
の
新
市
建
設
計
画
な

ど
に
反
映
さ
せ
て
、
明
日
に
向
け

た
、
長
い
目
で
見
た
総
合
的
な
観

光
振
興
の
整
備
を
進
め
た
い
。
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議
会
だ
よ
り

報告第　２号
議案第４０号
議案第４１号
議案第４２号
陳情第　３号
陳情第　４号
陳情第　５号
陳情第　６号

発議第　１号
発議第　２号
発議第　３号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

監査報告について
天津小湊町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
平成15年度天津小湊町一般会計補正予算（第２号）の議定について
平成15年度天津小湊町老人保健特別会計補正予算（第１号）の議定について
「義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書」採択に関する陳情書
「国における２００４年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書
清潔で公正・公平な国民奉仕を貫く公務員制度の確立を求める陳情書
「森林・林業政策の充実と雇用創出」に向けた森林関連予算の拡充を求める意見
書の提出に関する陳情書
議員派遣について
義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書
国における２００４年度教育予算拡充に関する意見書

報　　告
原案可決
原案可決
原案可決
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告

原案可決
原案可決
原案可決

賛成全員
賛成全員
賛成全員

賛成全員
賛成全員
賛成全員

議案第３１号
議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号
議案第３９号

議案等の番号 件　　　　　　名 議決結果

専決処分の承認を求めることについて（天津小湊町税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（天津小湊町半島振興対策実施地域におけ
る固定資産税の特例措置に関する条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（天津小湊町総合保養 地域重点整備地区に
おける固定資産税の特例措置に関する条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて（天津小湊町特別土地保有税審議会条例を
廃止する条例）
専決処分の承認を求めることについて（千葉県市町村総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議）
専決処分の承認を求めることについて（千葉県市町村総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少に伴う財産処分に関する協議）
専決処分の承認を求めることについて（千葉県自治センターを組織する地方公共
団体の数の減少に関する協議）
鴨川市・天津小湊町合併協議会の設置について
平成15年度天津小湊町一般会計補正予算（第１号）の議定について

承　　認
承　　認

承　　認

承　　認

承　　認

承　　認

承　　認

原案可決
原案可決

賛成全員
賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成多数
賛成多数

６月定例議会の審議結果一覧表（6/20 ～ 6/24）

第２回臨時議会の審議結果一覧表（6/10）

今
テ
レ
ビ
の
画
面
を
通
し
て

流
れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
交

通
事
故
・
火
災
・
殺
人
な
ど
、

暗
い
事
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な

中
６
月
の
定
例
議
会
も
終
わ
り
、

今
年
度
の
秋
か
ら
統
合
中
学
校

の
建
設
が
施
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
鴨
川
市
・
天

津
小
湊
町
合
併
協
議
会
の
設
置

も
可
決
さ
れ
、
町
で
は
、
鴨
川

市
と
の
合
併
に
向
け
て
動
き
始

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
我
が
町
の
高
齢

化
・
観
光
・
教
育
と
、
多
種
多

様
な
問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
問
題
を

住
民
の
皆
様
方
全
員
と
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
今
合
併
が
、
大
切
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
の
幸

多
い
こ
の
町
、
私
が
生
ま
れ
育

っ
た
大
好
き
な
天
津
小
湊
町
の

活
気
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
町
づ
く

り
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
と
共
に
町
の
将
来
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

編
集
委
員
　
吉
村
貞
一

編編編編
集集集集
室室室室
よよよよ
りりりり
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海上保安庁では、今年度の海上保安

大学校・学校の学生を募集しています。

●受験資格

○大学校学生／昭和５８年４月２日以

降に生まれた者

○学校学生／昭和５５年４月２日以降

に生まれた者で、次に掲げるもの

①高等学校を卒業した者および来年３

月までに高等学校を卒業する見込み

の者

②中等教育学校を卒業した者および来

年３月までに中等教育学校を卒業す

る見込みの者

③高等専門学校の第３学年の課程を修

了した者および来年３月までに高等

専門学校の第３学年の課程を修了す

る見込みの者

④大学入学資格検定に合格した者など

人事院が①、②に掲げる者と同等の

資格があると認める者

なお、日本国籍を有しない者および

国家公務員法第３８条の規定により国

家公務員となることができない者は、

この試験は受けられません。

●受付期間

○大学校学生／８月２８日（木）

～９月９日（火）

○学校学生／７月２２日（火）

～８月５日（火）

情報
コーナー

海上保安大学校・学校生募集！

●採用予定数

○大学校学生／約４５名

○学校学生／船舶運航システム課程約

９０名・航空課程約１０名・情報シス

テム課程約２５名・海洋科学課程約５

名（変動する場合もあります）

●問合せ／勝浦市浜勝浦４９９

勝浦海上保安署

�０４７０（７３）３９９９

マイペース（テレビ・ラジオ）で自

宅学習できます。

●教養学部

○「学士（教養）」の学位が取得できま

す

○入学試験はありません・１科目から

でも学べます

○短期大学、専門学校などからも３年

次編入ができます

●大学院（修士科目生）

○１８歳以上であれば、１科目からで

も学べます

来年４月入学生も募集しています

●大学院（修士全科生）

○「修士（学術）」の学位が取得できま

す

○募集人員５００名

●問合せ／放送大学千葉学習センター

〒261－8586千葉市美浜区若葉２－

１１

�０４３（２７６）５１１１（代）

�０４３（２９７）２７８１　　

放送大学10月入学
（第2学期）学生募集

東京ドイツ村が、開園３周年を記念

し、１０日間「天津小湊町民無料入園

デー」を行います。

咲きそろう花々をはじめ、自然味あ

ふれる園内でゆっくり過ごしてみませ

んか？

●期間／

８月１５日（金）～２４日（日）

●営業時間／午前９時３０分～午後５

時（入園午後４時まで）

●お願い

○ゲートで、免許証か健康保険証を提

示してください

○ペット類の持ち込みおよび自転車、

オートバイなどの二輪車の乗り入れは

ご遠慮ください

○雨天などの天候により、臨時休園、

営業時間の変更がある場合があります

●問合せ／東京ドイツ村

�０４３８（６０）５５１１

東京ドイツ村開園3周年記念
町民無料入園デー
8/15～8/24

豪
邸
の
土
手
を
彩
る
濃
紫
陽
花
　
　
　
　

金
井
　
喜
一

十
薬
の
花
を
包
め
る
夜
の
と
ば
り

中
村
　
富
美

仙
人
さ

ぼ

掌て
ん

の
花
の
命
を
つ
く
し
け
り
　
　
　

吉
野
　
照
子

虹
消
え
て
も
と
の
寂
し
き
浦
の
町
　
　
　

斉
藤
い
し
子

五
月
晴
森
に
人
容
れ
弾
む
声渡

辺
　
澄
子

目
の
前
の
海
を
庭
と
し
夏
炉
焚
く

小
谷
　
敏
子

川
岸
の
紫
陽
花
母
と
見
た
昔三

浦
　
秋
子

湯
の
町
を
浴
衣
で
そ
ぞ
ろ
老
夫
婦

斉
藤
　
　
博

玉
葱
を
軒
に
吊
し
て
雨
し
き
り

久
野
八
重
子

旅
ひ
と
り
雲
の
し
か
か
る
立
夏
か
な

中
野
　
ミ
ヨ

磯
の
香
の
母
を
偲
ぶ
や
心
太
と
こ
ろ
て
ん北

浦
　
テ
ル

人
の
輪
も
心
寄
せ
合
う
七
変
化

西
川
ま
さ
子
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眩
し
見
る
仏
舎
利
塔
や
梅
雨
晴
間

石
井
き
よ
子

音
た
て
て
夏
蚕
な
つ
ご

の
如
く
レ
タ
ス
食は

む
　
　

原
　
　
栄
子

青
梅
の
産
毛
を
走
る
ひ
と
し
ず
く
　
　
　

根
本
美
智
子

夏
草
は
空
に
向
っ
て
丈
く
ら
べ

金
高
　
雪
子

野
仏
の
紅
唇
こ
う
し
ん

ほ
の
と
梅
雨
に
入
る

今
井
　
峰
月

朝
顔
の
数
増
す
毎ご
と

の
暑
さ
か
な

四
宮
　
哲
也

野
良
帰
り
梅
の
実
盛
り
し
帽
子
抱
く

冨
沢
　
秀
男

〈
鈴
木
眞
砂
女
さ
ん
追
慕
〉

里
山
も
緑
し
た
た
る
ば
か
り
な
り

長
谷
川
安
夫

昼
顔
や
波
音
絶
ゆ
る
こ
と
あ
ら
ず

白
鳥
　
謹
司

サ
ル
ビ
ヤ
の
燃
え
た
ち
て
な
ほ
雨
続
く

西
宮
　
米
造

蝸
牛
句
碑
の
一
文
字
か
く
れ
け
り

野
村
　
照
雄

火
の
様
な
悪
も
あ
り
け
り
藍
浴
衣

野
村
　
　
子

千
羽
目
の
銀
の
折
鶴
梅
雨
明
け
よ

冨
川
仁
一
郎

大
胆
に
着
て
情
薄
き
夏
衣六

馬
　
入
船
　

健康かみかみメニュー大募集！
●応募作品／県内の農水産物を利用し

て、丈夫な歯やかむ力を養える子ども

向きの料理で、４人分の材料費が１０

００～２０００円で１時間以内に作る

ことが出来るもの

●応募資格／県内に在住・在勤・在学

している人

●応募方法／応募票（町保健環境課に

あります）に、１人１食分の献立を記

入し、写真またはイラストを添え、返

信用封筒（８０円切手を貼り、宛先を

記入）を同封し、下記まで郵送してく

ださい。

〒263-0035千葉市稲毛区稲毛町

5‐616‐1 フセハイツ1‐101

（社）千葉県歯科衛生士会

�０４３－２４１－９９０３

●締切／９月３日（水）

●表彰式／書類審査を通過した作品

は、１０月５日（日）県立衛生短期大

学にて実際に調理していただき、各賞

を決定します。

●日時／８月１７日（日）

午後１時３０分～

●場所／千葉未来高校２階会議室

※午後２時３０分～懇親会あり

●問合せ／�９２－０２６７

「かむ子・のびる子・元気な子」
料理コンクール

千葉未来高等学校（旧鴨川一校）
同窓会総会のお知らせ

●応募作品／応募者の飼っている犬・

猫の写真３枚までと、しつけなど飼育

についてのコメントを原稿用紙（４０

０字詰）１枚以内にまとめたもの

●写真サイズ／Ｌ判（通称サービス判）

ですべて写真の裏に住所・氏名・電話

番号記載（応募作品はお返しできませ

ん）

●応募資格／県内在住の人（プロ・ア

マ問わず）

●募集期間／

８月１日（金）～３１日（日）必着

●表彰／優秀作品１５点を動物愛護週

間（９月２０日～２６日）に行われる

イベント会場に展示し、協会機関紙に

掲載するとともに表彰を行います。

●応募先・問合せ

○（財）県動物愛護管理協会

〒260-0854千葉市中央区長洲2-

22-6

�０４３（２２１）２３６４

�０４３（２２１）２３６８

わが家の犬・猫写真
コンクール作品募集

●対象者／パートで働きたい人・パー

トで働いている人

●日時／９月４日（木）

午後１時３０分～４時

●会場／館山市コミュニティセンター

●参加費／無料

●定員／５０名

●内容／パートタイムで働くときに知

っておきたい制度（社会保険・税金・

法律など）

※ガイダンス終了後、個別相談にも応

じます。

●申込先／ハローワーク館山（館山公

共職業安定所）

�０４７０（２２）２２３６

パートタイム
労働ガイダンス

●テーマ／アジア（世界）の子どもた

ちは今―「国境なき子どもたち」カン

ボジアリポートより―

●内容／今世界には傷ついた子どもた

ち、親と一緒に暮らせない子どもたち、

学校にも行けない子どもたちがたくさ

んいます。そんな世界の子どもたちの

ことをまず知りたい、なにかしら出来

ることを考えてみたい、そして自分の

身の回りの人々のことに想像力を働か

せたいと思います。

●日時／８月３日（日）

午後１２時３０分～４時３０分

●場所／安房教育会館２階大ホール

●参加対象／安房地域の子どもと家

族・約１５０人

第9回安房地域母親大会
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5月の予定  

 8月の予定  8月の予定  

月　　日 場　　所 受付時間・摘要 無料相談 

行 政 相 談  
人 権 相 談  

午前10時～午後3時 
役場住民相談室 

８月  １日（金） 
８月２２日（金） 
８月  ５日（火） 
８月１９日（火） 

８月２１日（木） 

８月１５日（金） 
８月２１日（木） 

法 律 相 談  
午前10時～午後3時 

役場2階会議室 

結 婚 相 談  
午後1時～4時 

地域福祉センター 

年 金 相 談  

午前９時～１２時 

館山市役所 

心配ごと相談 午後1時30分～4時 

受付は午前は11時、 
午後は2時まで 

総合検診 

  ８月１９日（火） 
  ８月２０日（水） 
  ８月２１日（木） 
  ８月２２日（金） 
  ８月２６日（火） 
  ８月２７日（水） 
  ８月２８日（木） 
１０月２９日（水） 

東町・恵車・仲町・西町 
芝・引土 
芝・城戸・浜町 
新町・谷・橋本・仲宿 
７区～１４区 
１区～６区 
四方木・清澄  
追加検診 

健康管理センター 

天津小体育館 

小湊漁村センター 
小湊小体育館 
四方木青年館 
健康管理センター 

い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
７
時 

〜
９
時
ま
で 

※どこの会場でも受診できます 
※申込みをされていない人でも、会場に来れば受診できます 
※胸部検診（結核・肺がん）１９歳以上の人 
※循環器・胃部検診４０歳以上の人 
※肝炎ウィルス検査（Ｂ・Ｃ型）４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０歳の節目の人（有料） 
※歯科検診を２６日（火）と２７日（水）に行います。 

9月1日（月）まで 
※納期を過ぎると延滞金がかかる場
合があります。 
※口座振替の人は、預金残高の確認
をお願いします。 

平平平平成成成成11115555年年年年度度度度
合合合合併併併併処処処処理理理理浄浄浄浄化化化化槽槽槽槽

補補補補助助助助金金金金のののの締締締締切切切切ににににつつつついいいいてててて

町では、町内に居住または

居住される人で、専用住宅に

家庭用小型合併処理浄化槽を

設置する人に補助金を交付し

ています。

本年度の申込みを

●１１月１７日（月）予定
で締切りますので、設置を予

定されている人は早めに申込

みください。

●問合せ／町保健環境課
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血清脂質 
 

血圧 
 

腎・肝臓 
 

肥満 
 

肝臓 
 

貧血 
 
糖 

（人） 

Ｈ14年度循環器検診項目別異常者数 

　昨年の検診結果から、血液検査における血清脂質異常者が最も多か
ったことがわかります。 
　血清脂質には、総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、HDL(善玉)ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、LDL(悪玉)ｺﾚ
ｽﾃﾛｰﾙ、中性脂肪などがあります。血中脂質が多い状態が続くと血液
の粘稠度が高まり、血管の内側にｺﾚｽﾃﾛｰﾙが溜まってしまいます。その為、
血管が狭くなって血流が悪くなったり、詰まったり、破裂する可能性が
出てきます。これらの異常が起こった部分から先の血管には、酸素や
栄養素が十分に行き渡らなくなり、心筋梗塞や脳梗塞を起こす危
険性が高まります。軽いうちは自覚症状がほとんどありませんので、
いつのまにか進行していることが少なくありません。 

（異常者内訳：要観察者・要精密検査者・要治療者・継続治療者） 
 

総合検診を受けましょう!!
（8/19～22、26～28)

連載第14回目


